
 

 

News Release 

＜ お問い合わせ先 ＞ 

株式会社 滋賀銀行 

総合企画部 サステナブル戦略室 サステナブル推進グループ（077-521-2207） 

総合企画部 サステナブル戦略室 広報グループ（077-521-2202） 

※平日 9:00～17:00（祝日・銀行休業日を除く） 

 

 

 

2026年 6月 25日 

 

「FTSE JPX Blossom Japan Sector Relative Index」の構成銘柄に選定 
 

滋賀銀行（本店・大津市、頭取・久保田真也）は、「FTSE JPX Blossom Japan Sector Relative Index」の構成

銘柄に選定されましたので、お知らせします。 

 

■「FTSE JPX Blossom Japan Sector Relative Index」について 

グローバルインデックスプロバイダーである FTSE Russellにより構築された FTSE JPX Blossom Japan Sector 

Relative Indexは、各セクターにおいて相対的に、環境、社会、ガバナンス(ESG)について特定の対応を行って

いる日本企業のパフォーマンスを反映するインデックスで、セクター・ニュートラルとなるよう設計されています。

また低炭素経済への移行を促進するため、特に温室効果ガス排出量の多い企業については、TPI経営品質ス

コアにより改善の取り組みが評価される企業のみを組み入れています。 

年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）が ESG投資におけるベンチマークの一つとして採用しているな

ど、国内外の機関投資家に広く活用されている重要な指標の一つです。 

 

■滋賀銀行グループの ESG への取り組み 

 当行グループは、世界有数の古代湖・琵琶湖を抱える滋賀県を地盤とする金融機関として、環境への取り組

みを単なる社会貢献ではなく、「地域の持続可能性を支える価値あるビジネス」と位置付けています。 

こうした考え方のもと、当行グループは 1999年の環境方針策定以降、持続可能な地域社会の実現に向けた

取り組みを進めてきました。近年では、2025年度におけるカーボンニュートラルの達成に加え、3つの環境要

素－カーボンニュートラル、ネイチャーポジティブ、サーキュラーエコノミー－を主要指標（KPI）として設定した

ESG ファイナンスを国内で初めて開発するなど、環境課題への対応を着実に進めています。 

 

当行は今後も、「『三方よし』で地域を幸せにする」というパーパスのもと、サステナビリティを経営の重要課題

として位置づけ、企業価値の向上と持続可能な社会の実現に向けた取り組みを推進していきます。 

 

以上 


